















































































































た生活実態把握のためのアンケート（定量）調査を実施した。調査期間は 2005 年 8
月から2006年1月にかけてで，中京区内の3つの学区内にある分譲マンション62棟，
















































　本稿で扱う『極楽国土経』（b De ba gyi zhing gi mdo）は，ゲルク派のギェルケンポ・
タクパギェルツェン（rGyal mkhan po Grags pa rgyal mthsan. 1762-1837）が，カルマカ
ギュー派のカルマチャクメー（karma Chags med / Rāgāsya. 1613-1678）著述の『清浄






What is Difference between Sukhāvatī and Jingtu 淨土 ?
Yue XIAO
　The present study is a comparative study between sukhāvatī and jìngtú 淨土. The study 
includes four parts.
　First of all, a brief discussion on why Kumārajīva did not indicate sukhāvatī should be 
labeled by the term jingtu. 
　Secondly, focusing on what the meaning of sukhāvatī in the Dà āmítúo jīng 大阿彌陀經, 
and pointing out that the sukhāvatī means measureless light and measureless wisdom 
through its connection with the name of amítúofǒgūo 阿彌陀佛國.
　Thirdly, a further survey on what the origin of jìngtú is. In addition to Xūmótī須摩提 and 
Ānlè 安樂, the name of sukhāvatī is also labeled as Wúliàng qīngjìng fógúo (tū) 無量清淨佛
國（土） in the Pīngdēng júe jīng 平等覺經. Because qīngjìng 清淨 is similar in meaning to 
ānlè 安樂 in traditional Chinese culture, 無量清淨佛國 must be derived from the Name of 
the Buddha, Wúliàng qīngjìng 無量清淨, in the Pīngdēng júe jīng in order to correspond to 
anle. 
　Finally, through evidence supporting the thesis that the term jingtu is derived from 
Chinese traditional culture as in traditional Chinese culture, qīngjìn 清淨 “pure”, is similar 
in meaning to ānlè 安樂, “at ease and pleasure”, to zìrán 自然 , “nature”, and to wúwéi 無
爲, “no-ado”.
〈研究ノート〉
随自顕宗・随他扶宗について―大玄『浄土頌義探玄鈔』を中心に―
東海林　良昌
　「随自顕宗・随他扶宗」の語は，浄土宗第七祖聖冏（一三四一～一四二〇）の教学
を特徴づける概念として広く用いられている。すなわち「随自顕宗」とは，自宗の経
論や論理を用いてその立場を明らかにすることであり，「随他扶宗」とは，他宗の経
論や論理を用いて自宗の立場を扶助するという意である。言うまでもなく，聖冏は，
教団の組織面と教理面において，浄土宗一宗の独立を基礎づけたとして評価されてき
た。しかし，特に教理面で，二祖三代の教学とは異なる独自の論理を展開させている
ことから，これまで細心の注意をもって取り扱われてきた研究史がある。本稿では，
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聖冏教学に対する代表的な見解として，江戸時代中期浄土宗を代表する学僧の一人で
ある大玄（一六八〇～一七五六）の思想を取り上げ，聖冏教学に対する分析や「随自
顕宗・随他扶宗」の語について考察を行った。
〈研究ノート〉
高麗の僞経『現行西方經』について
山中　行雄
　『現行西方經』は，高麗で成立した偽経で，海東永州公山の元（「日」の下に
「山」）が録したと伝えられる。本書は阿弥陀・浄土信仰を背景とする占法を説く文献
で，浄土における上品上生から地獄界に至るまでの来世を，木片を使用して占う方法
を詳解している。
　本書は高麗の浄土信仰に基づく儀礼を伝え，高麗の浄土信仰の一面を伺わせる貴重
な資料である。本書の背景には，新羅時代より始まる「占察法会」があるとされてき
た。
　本稿では，『現行西方經』中に引用される文献を検討し，本書がむしろ『慈悲道場
懺法』と強い関係を有していること，また本書が禅典籍の知識―不正確ではあるが―
を有する人物によって編されたことを指摘する。
『浄土述聞鈔』の成立背景―良暁の念仏観―
伊藤　茂樹
　良暁が撰述した『浄土述聞鈔』という著作は名越善導寺の尊観との教学論争のもと
に成立した書であり，良暁が千葉東氏の庶流である海上氏の要請により下総の称名寺
に滞在したときに書かれた書である。海上一族が本拠とした海上地方は父である良忠
が教化した場所でもあるが，良暁はこの地で檀越への意向のままに追善廻向と浄土教
講述に従事した。
　またこの地で説く良暁の念仏は諸行往生を肯定した念仏であり，在地全体に受け入
れられる念仏であったと考えられる。本稿では御家人層に受け入れられた専修念仏の
意義を探るべく，海上一族に受け入れられた良暁の念仏について考察し，『浄土述聞
鈔』撰述の背景を探っている。
要　旨 321
『摧邪輪』における「以ニ聖道門一譬ニ群賊一過失」についての一考察
米澤　実江子
　明恵が『摧邪輪』において「以二聖道門一譬二群賊一過失」として批判するのは，
『選択集』第八章における法然の「言二一切別解別行異学異見等一者是指二聖道門解行
学見一也。其余即是浄土門意」という解釈である。本稿は，明恵の批判内容（明恵の
善導観）等を検討し，『摧邪輪』における『選択集』批判の意義を考察し，法然の善
導義解釈への批判は，それを端緒として『選択集』ならびに立宗の否定へと展開し，
最終的に，悪世においても王法と仏法との相依関係による末法の克服を明言するもの
であったと考えるものである。
中世叡山の戒律復興―律僧恵尋の思想と国家観をめぐって―
舩田　淳一
　近年，中世の律宗・律僧に対する関心は高く，多くの研究が蓄積されているもの
の，いまだそれらの中心は叡尊・覚盛ら南都の戒律復興僧が占めていると言って良い
状況にある。そこで本稿では，叡山の戒律復興運動に対する一考察を試みる。具体的
には叡山における律僧集団である「戒家」の劈頭をなす，恵尋を主たる対象に据える
ものであり，特に戒家の戒律思想が国家観念と結合していた点に注目したい。これは
叡山の戒律復興運動を中世思想史の中に位置づけるための基礎作業である。
